
桜
蔭
俳
話
会 

十
一
月
句
会(

第
三
０
０
回) 

桜
蔭
会
館 

 
 
 
 
 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日 

 

３
点 

大
熊
手
小
熊
手
そ
れ
に
百
の
素
手 

 
 
 

貞
勝 

乾
電
池
入
れ
替
え
勤
労
感
謝
の
日 

 
 
 

貞
勝 

２
点
①
流
れ
ゆ
く
人
は
砂
粒
冬
の
川 

 
 
 
 
 

守 
 
 

①
冬
薔
薇
の
土
盛
り
あ
が
る
日
和
か
な 

 
 

秀
一 

 
 

①
幼
児
ら
の
つ
る
つ
る
下
り
る
落
葉
土
手 

 

秀
一 

 
 

①
走
り
根
を
跳
ん
で
幼
な
の
日
短 

 
 
 
 

秀
一 

 
 

①
絨
毯
の
縁
に
沈
思
の
胡
坐
か
な 

 
 
 
 

守 
 
 

①
冬
菊
や
臓
器
提
供
や
は
り
否 

 
 
 
 
 

守 
 
 
 

昔
の
如
母
と
手
つ
な
ぐ
冬
日
和 

 
 
 
 

友
子 

 
 
 

川
石
の
流
転
の
丸
み
下
り
簗 

 
 
 
 
 

貞
勝 

 
 
 

電
車
席
ゆ
ず
ら
れ
素
直
小
春
か
な 

 
 
 

真
三 

 
 
 

小
春
日
の
当
駅
始
発
電
車
か
な 

 
 
 
 

守 
 
 
 

父
祖
よ
り
の
木
鉢
の
木
目
栗
お
こ
わ 

 
 

幸 

１
点
①
行
く
秋
や
ゆ
つ
た
り
進
め
牛
の
ご
と 

 
 

ヤ
エ
子 

 
 
 

十
一
月
社
友
同
期
の
喪
中
状 

 
 
 
 
 

真
三 

 
 
 

頭
を
寄
せ
て
羅
漢
の
談
合
小
六
月 

 
 
 

貞
勝 

 
 
 

店
前
の
す
ら
り
冬
薔
薇
三
つ
な
り 

 
 
 

真
三 

 
 
 

バ
ス
赤
字
気
に
せ
ず
乗
り
し
パ
ス
初
冬 

 

真
三 

 
 
 

葉
隠
れ
に
我
も
あ
り
し
と
ホ
ト
ト
ギ
ス 

 

田
鶴
子 

 
 
 

丘
上
の
真
紅
の
楕
円
秋
落
暉 

 
 
 
 
 

幸 

  

＊
古
簾
影
鎮
ま
り
て
揺
れ
る
萩 

 
 
 
 
 

田
鶴
子 

 

逡
巡
を
切
る
黄
昏
や
あ
か
ね
雲 

 
 
 
 

田
鶴
子 

 

蔦
も
み
ぢ
宮
の
大
樹
を
飾
り
ゐ
る 

 
 
 

友
子 

 

冬
の
川
ま
な
こ
落
と
し
て
帰
り
け
り 

 
 

守 
 

長
き
夜
や
時
の
刻
み
の
遅
き
こ
と 

 
 
 

ヤ
エ
子 

 

少
女
ら
の
歌
声
響
く
花
野
か
な 

 
 
 
 

ヤ
エ
子 

 

銀
座
は
早
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
神
の
留
守 

友
子 

 

諍
い
後
マ
ウ
ス
揺
す
る
手
固
き
口 

 
 
 

田
鶴
子 

 

飛
石
と
い
ふ
布
陣
し
て
神
の
留
守 

 
 
 

貞
勝 

 

冬
の
日
に
追
は
れ
庭
園
巡
り
け
り 

 
 
 

秀
一 

 

子
を
抱
く
地
蔵
ま
ろ
し
や
山
葡
萄 

 
 
 

ヤ
エ
子 

 

こ
の
夕
日
東
北
に
届
け
と
仰
ぐ
空 

 
 
 

田
鶴
子 

 

太
鼓
橋
を
越
え
た
る
先
の
冬
紅
葉 

 
 
 

友
子 

 

冬
暖
か
部
屋
で
聞
き
た
る
の
ど
自
慢 

 
 

真
三 

 

整
地
跡
門
残
り
た
る
時
雨
か
な 

 
 
 
 

秀
一 



   

街
中
の
元
宮
邸
や
浮
寝
鳥 

 
 
 
 
 
 
 

友
子 

大
仏
の
や
さ
し
き
眼
元
秋
気
澄
む 

 
 
 
 

ヤ
エ
子 

喪
は
が
き
の
力
な
き
字
に
冬
便
り 

 
 
 
 

幸 

篆
刻
を
未
完
の
友
は
秋
に
逝
く 

 
 
 
 
 

幸 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 


